
- 1 -

2026.08.09．

「まことの神の御子」

旧約 詩編第８２編１～８節

新約 ヨハネによる福音書１０章３１～４２節

１．はじめに

イエス様は私共のために、私共に代わって十字架に架けられました。キリストの教会はこの出来

事を覚えて、世界中の教会が十字架を掲げています。十字架が掲げてある建物を見れば、これは教

会だと分かります。十字架の形には色々ありますけれど、十字架を掲げていないの教会はありませ

ん。私共の礼拝堂の上にも十字架が掲げられています。この礼拝堂の正面には十字架はありません

けれど、礼拝堂の扉のガラスには十字架が透明に透けています。キリストの教会には世界中にたく

さんの教派がありますけれど、「イエス様の十字架こそが自分たちの救いのためには、どうしても

必要な出来事であった」と全てのキリストの教会は信じ、告白しています。

しかし、どうしてイエス様はそんな目に遭わなければならなかったのでしょうか？皆さんはこの

ように改めて問われるならば、どのように答えるでしょうか？様々な答え方があるでしょう。しか

し、どうしてもはっきりさせておかなければならないことは、イエス様は神の御子であったから十

字架にお架かりになられたということです。もし、イエス様がただの人であったならば、神の御子

としての業もなさらず、言葉も告げられなかったならば、イエス様は十字架に架けられることはな

かったということです。イエス様はユダヤ人達に負けて、ローマ帝国の力に負けて、十字架に架け

られたと言う人がいます。確かにそのように見えるでしょう。しかし、それは聖書が告げているこ

とではありません。イエス様は「まことの神の御子」であられた故に、十字架に架けられた。イエ

ス様はそれから逃れることも出来ただろうけれども、それは父なる神様の御心ではないということ

を知っておられたので、イエス様は十字架から逃れることなく、自らその道を敢然と歩まれました。

そのことによって、私共の救いが成就され、私共は一切の罪を赦していただき、神の子としていた

だき、永遠の命を与えていただきました。それが聖書の告げていることであり、代々のキリスト者

が信じてきたことです。

２．石で打ち殺そうとされる

さて、今朝与えられている御言葉は、「10:31 ユダヤ人たちは、イエスを石で打ち殺そうとして、

また石を取り上げた。」と始まります。イエス様は石で打ち殺されそうになった。実に物騒な話で

す。しかし、そうはなりませんでした。39 節「そこで、ユダヤ人たちはまたイエスを捕らえよう

としたが、イエスは彼らの手を逃れて、去って行かれた。」とある通りです。イエス様が石で打ち
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殺されそうになったのは、これで二回目です。８章の５９節にも「ユダヤ人達は石を取り上げ、イ

エスに投げつけようとした。しかし、イエスは身を隠して、神殿の境内から出て行かれた。」（8:59）

とあります。しかし、どうしてイエス様は石で打ち殺されそうになったのでしょうか？そもそも「石

で打ち殺される」とは、どういうことなのでしょう？旧約聖書のレビ記２４章１１節、１３～１５

節にこうあります。「 24:11 イスラエル人を母に持つこの男が主の御名を口にして冒涜した。」、

「24:13 主はモーセに仰せになった。24:14 冒涜した男を宿営の外に連れ出し、冒涜の言葉を聞い

た者全員が手を男の頭に置いてから、共同体全体が彼を石で打ち殺す。 24:15 あなたはイスラエル

の人々に告げなさい。神を冒涜する者はだれでも、その罪を負う。」と記されております。他にも、

レビ記２０章には偶像礼拝をする者、口寄せ・霊媒を行う者、姦淫した者、父母を呪う者などが死

罪とされることが記されています。つまり、イエス様はここで「神様を冒涜する者」として石打の

刑を受けそうになったということです。

具体的には３０節で「わたしと父とは一つである。」と告げたからでしょう。イエス様が神様を

自分の父と呼び、更にその父でへある神様と自分を一つであると明言されました。これはユダヤ人

にとってとても聞くに堪えない、神様を冒涜し、神様を侮蔑した言葉であり、決して赦されること

ではないと受け止めました。３２節でイエス様が「わたしは、父が与えてくださった多くの善い業

をあなたたちに示した。その中のどの業のために、石で打ち殺そうとするのか。」と告げますと、

ユダヤ人達は「善い業のことで、石で打ち殺すのではない。神を冒涜したからだ。あなたは、人間

なのに、自分を神としているからだ。」と答えました。イエス様がご自分を神としている。これこ

そ、イエス様を決して認めることが出来ない、石打の刑にしなければならないと考えた理由でした。

天地を造られた神様、聖なる神様、永遠に生き給ふ神様。それがどうして、この目の前にいるイエ

スという男と一つであり得るのか。それは、まさに偶像礼拝そのものであり、神様を愚弄するにも

程がある、そのようにしかユダヤ人には受け取ることが出来ませんでした。ユダヤ人のに立場に立

てば、このような思いを抱くのは当然でした。これは八万の神がいる、山にも川にも木々にも神が

宿ると考える日本人には分かりにくい感覚かもしれません。敢えて日本人の感覚で言えば、「私は

天皇と同じく神様の子孫である」と言うのに近いかもしれません。戦前でしたら、日本でこんなこ

とを言えばたちまち不敬罪に問われて捕まってしまったでしょう。しかし、イエス様はそのような

ことは百も承知で、自らが神である、神の御子である、メシア、キリストであるということを、直

接ではありませんけれど、そのようにしか受け取れないような言い方でユダヤ人達に告げました。

ユダヤ人たちはイエス様の言葉を誤解したのではなく、それをきちんと受け止めたが故に、石打の

刑にしようとしたわけです。

どうしてイエス様はそのようなことを言われたのでしょう？そんなことを言えば、ユダヤ人達に

排斥され、しまいには石で打ち殺されてしまうかもしれないことぐらいは、イエス様も分かってい

たはずです。しかし、イエス様は自らが神様と一つであることを語ることを止めることはありませ



- 3 -

んでした。理由ははっきりしています。それはイエス様がまことの神の御子であられたからです。

そして、そのことを告げることにおいて、自分がやがて殺されることもご存知でした。そして、そ

の自らの死をもって、全ての人の罪の裁きを我が身に負うことが、父なる神様のみ心であることを

知っておられたからです。

３．神の御子

もう少し、このことを丁寧に見ていきましょう。イエス様は３４．３５節で「あなたたちの律法

に、『わたしは言う。あなたたちは神々である』と書いてあるではないか。 10:35 神の言葉を受け

た人たちが、『神々』と言われている。そして、聖書が廃れることはありえない。10:36 それなら、

父から聖なる者とされて世に遣わされたわたしが、『わたしは神の子である』と言ったからとて、

どうして『神を冒涜している』と言うのか。」と告げられましたが、３４節の言葉は先ほどお読み

しました詩編８２編６節の引用です。この詩編は、弱い人、貧しい人を虐げる人達が神様から「あ

なたたちは神々なのか、神の子なのか」と告げられ、それでも結局人間として死ぬではないか。君

侯だって没落するではないか。結局、人間がこの世の力を得たとしても神様になどなれるはずもな

い、何を思い上がっているのか、という内容です。イエス様はその一部を引用して、旧約聖書の言

葉は神様の言葉ですから、この詩編のこの言葉は廃れることはないわけで、聖書がこの世の力を持

った者たちを神々と言われているなら、どうしてわたしが「神の子である」と言ったからといって、

神様を冒涜したことになるのか。そうイエス様は告げたわけです。何か屁理屈みたいな感じですけ

れど、ユダヤ人達が「人間が神様であるはずがない」と考えていたことは全く正しいのです。日本

は多神教の宗教土壌がありますから、新興宗教の教祖は神のごとく崇められるわけですけれど、キ

リストの教会においてそれはあり得ません。それはユダヤ教と私共は全く同じです。ただ一点違う

のは、イエス様を「神の御子」「神様」として受け入れ、信じるかどうかというところです。

イエス様は更にこう告げられました。「 10:37 もし、わたしが父の業を行っていないのであれば、

わたしを信じなくてもよい。10:38 しかし、行っているのであれば、わたしを信じなくても、その

業を信じなさい。」これが重要です。イエス様が何か口先だけでみんなが感心するようなことを言

っているだけならば、イエス様が神の御子であるということは受け入れられない、ということは当

たり前でしょう。口で言うだけなら、何とでも言えます。現代人の多くも、そのように考えるでし

ょう。しかし、イエス様はここで「私は父なる神様の御業を行っている」その業を見て、信じなさ

いと告げられたわけです。この「父の業」とは、９章に記されていた「生まれつき目の見えない人

の目を見えるようにした」という出来事です。このような出来事は、誰も見たことがありませんで

したし、起きたこともありませんでした。現代の医療をもってしても、こんなことは出来ません。

これは、父なる神様の天と地の全てを造られた御業から見れば、まことに小さな出来事です。しか

し、この小さな出来事にも神様しか為し得ない力、神の力が現れているではないか。そうイエス様
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は告げられたわけです。そこから、私が誰であるかを考えなさいと言われたわけです。生まれつき

目の見なかったけれどイエス様に目を見えるようにしていただいたその人は、イエス様を信じまし

た。確かに、イエス様に対しての信仰が与えられるのには、イエス様の為された業をもって、イエ

ス様を信じるという道もあるでしょう。

しかし、少しへそ曲がりな私などは、この「業を見て信じる」というのは、現代の日本において

は少し危ないのではないかと思っています。と言いますのは、日本にはたくさんの新興宗教があり

ますけれど、その多くが「信じるならば病気が直る。事業が成功する。人間関係が良くなる。」と

いうようなことを謳い文句にしています。私はその全てが嘘だとは言いません。そういうことも起

きるのでしょう。しかし、だからといって「その宗教がまことの神様の救いを与えるのだろうか？」

と思います。つまり、イエス様を信じることによって与えられる救いというものは、病気が治ると

いうようなことなのだろうか？事業が成功することなのだろうか？人間関係が上手くいくことなの

だろうか？それが聖書が告げている、イエス様の業なのだろうか？と思うのです。

４．神の業：十字架・復活

ここで、もう少し「父なる神様の御業」について思いを巡らしてみましょう。イエス様の為され

た大いなる業として私共が第一に思い浮かべるのは、何でしょうか。イエス様はたくさんの奇跡や

神様の業を行いましたけれど、その中で第一に上げられるのは、イエス様が十字架にお架かりにな

られたということでしょう。しかし、この十字架の出来事は、私共が「神様の御業」として連想す

る出来事とは、まるで正反対ではないでしょうか。そこには少しも輝かしい、威厳に満ちた、神様

の栄光に満ちた姿はありませんでした。そこにあったのは、人々に嘲られ、罵られ、罪人の一人と

して十字架につけられ、惨めに死んでいく弱い一人の人間の姿でしかありませんでした。しかし、

代々のキリスト者たちはこれこそ自分を救ってくださった大いなる御業として受け止めてきまし

た。どうしてでしょうか？ここにこそ、父なる神様が最も愛する我が子さえも十字架にお架けにな

ってまで、私の罪を赦し、何としても救おうとされる御心が現れていたからです。イエス様は、こ

の神様の御心をわが心として受け止め、全ての人の一切の罪の裁きを引き受けられ、身代わりとな

って、罪人が神様の赦しを与えられる道を開いてくださいました。父なる神様のみ心にイエス様が

従われ、あの十字架において父なる神様とイエス様は完全に一つなられたからです。最も弱く、最

も低く、最も小さくなられたイエス様の姿にこそ、神様の愛がはっきり現れた出来事でした。天の

高きにおられるはずの神の御子が、犯罪人として処刑されるという最も低いところにまで降ってこ

られた。ここに父なる神様の愛があります。

そして、父なる神様はイエス様を墓の中に捨てて置かれることをされず、三日目に復活させられ

ました。父なる神様は死に勝利され、肉体の死を超えた永遠の命への道を開いてくださいました。

ここに父なる神様の大いなる御業が現れました。この復活されたイエス様に出会った弟子たちは、
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イエス様こそ神の御子、救い主、キリストと信じました。

実は、イエス様が為された様々な奇跡は、それだけでは完結していません。それらの奇跡は、全

てイエス様の十字架と復活という神様の御業を指し示しています。奇跡だけではありません。イエ

ス様の語られた言葉も同じです。この言葉は、この奇跡は、この出来事は、私のために十字架にお

架かりになられ、復活された方が語られ、為されたことだ。それが分かった時に、イエス様の言葉

も業も何のために為されたのかが分かってくる。そういうことです。

５．父がイエス様の中に、イエス様が父の中に。

そして、そこで私共は何が分かるのかといいますと３８節「父がわたしの内におられ、わたしが

父の内にいること」、これを知り、これを悟ることになるということです。これはヨハネによる福

音書で繰り返し出てくる言葉です。これは３０節でイエス様が「わたと父とは一つである」と告げ

られたことと同じ意味です。この「父がわたしの内におられ、わたしが父の内にいること」という

表現は、論理的に考えますと「どういうこと？？？」と思うような表現でしょう。父が私の内にお

られるなら、私は父の外にあるのが普通です。しかしそうではない。なぜでしょうか？それは「父」

にしても「イエス様」にしても、神様だからです。神様はここにあるコップとその中の水のような

ものではありません。この水はコップの中にあるのであって、水の中にコップはありません。当た

り前です。しかし、神様というお方をそのような物質・物体と同じように考えてはいけません。神

様もイエス様も、今は聖霊としてこの礼拝のただ中におられます。しかし、神様がこの教会の礼拝

の中にだけおられはずはありません。現在、世界中に何百万という教会で礼拝が捧げられているの

ですから、それぞれの教会の礼拝に神様は臨んでおられるはずです。そして、神様は私共一人一人

の中にもおられます。そして、私共の傍らにも、私共の上にも、私共が歩んで行く歩みの前にも、

そして私共が歩んでいる足下にも。「父がわたしの内におられ、わたしが父の内にいる」というこ

とは、イエス様と父なる神様はいつも一緒であり、その御心は一つであられるということです。そ

れが分かる。それが神様・イエス様に対しての私共の信仰なのです。

このことが分かれば３９節「そこで、ユダヤ人たちはまたイエスを捕らえようとしたが、イエス

は彼らの手を逃れて、去って行かれた。」ということも、何のことはありません。「神様の定められ

た時」というものが来なければ、人間の手にイエス様が捕らえられるはずがないからです。そして、

その神様が定められた時というのが、十字架にお架かりになられる時ということです。

６．洗礼者ヨハネの証言によって：神の業によって

イエス様はそこ（つまりエルサレム）を離れて、洗礼者ヨハネが洗礼を授けていたところに行き

ました。そこに多くの人が来ました。そして、多くの人がイエス様を信じました。そこでイエス様

は「何のしるしも行わなかった」と聖書は告げます。イエス様を信じた多くの人は、イエス様の奇
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跡を目の前で見たので信じたのではありませんでした。彼らがイエス様を信じたのは、洗礼者ヨハ

ネがイエス様について預言していたことが本当だったからです。洗礼者ヨハネがイエス様について

預言、それは１章２９節で洗礼者ヨハネがイエス様を見て告げた「見よ、世の罪を取り除く神の小

羊だ。」であり、３２～３４節で「1:32 そしてヨハネは証しした。「わたしは、“霊”が鳩のように

天から降って、この方の上にとどまるのを見た。 1:33 わたしはこの方を知らなかった。しかし、

水で洗礼を授けるためにわたしをお遣わしになった方が、『“霊”が降って、ある人にとどまるのを

見たら、その人が、聖霊によって洗礼を授ける人である』とわたしに言われた。 1:34 わたしはそ

れを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。」と記されていることでしょう。

彼らは洗礼者ヨハネの言葉を思い起こし、イエス様を神の御子として信じました。このことは、10

章で告げられてきた言葉を用いるならば、彼らが「イエス様の羊だった」からでしょう。聖書の知

識についてはファリサイ派のユダヤ人の方がたくさん持っていたに違いありません。しかし、彼ら

はイエス様を神様の御子として信じ受け入れることが出来ませんでした。それどころか石打の刑で

殺そうとしたわけです。しかし、洗礼者ヨハネの言葉を聞いていた者たちの多くがイエス様を神の

御子として信じ受け入れました。不思議なことです。イエス様を神の御子として信じるということ

は、私共の知恵によらず、知識によらずです。この神様による不思議は、私共の上にも起きたこと

でした。実にイエス様を神の御子、私を救ってくださるお方として信じるのは、この神様の不思議

な御業によってです。この神様の御業によって、信じられない者が信じる者としていただいたわけ

です。イエス様を神の御子として信じ、この方をわが主・わが神として拝む者となる。これは不思

議なことです。私は特に神秘的なことに惹かれたりする性格でもありませんでしたし、そのような

ことには懐疑的な人間でした。しかし、今は信じる者にされている。このイエス様を信じるという

ことは、私の業ではなく実に「神様の業によって信じる」ということなのでしょう。神様の業はそ

のように私の中で起きており、私共の歩みの全てが神様の業と共にあります。ありがたいことです。

お祈りいたします。

恵みと慈愛に富たもう、主イエス・キリストの父なる全能の神様。

あなた様は今朝も私共に、イエス様がまことの神の御子であることを教えてくださいました。そ

して、あなた様は私共の上に神様が臨んでくださり、信ずる者へと変えてくださる御業を為し続け

ておられます。この御業によって、イエス様をわが主、わが神と信じる者へとしていただき、一切

の罪を赦していただき、あなた様の子としていただき、永遠の命を与えていただきました。まこと

にありがたく、感謝いたします。どうか、私共がこの恵みの中に留まり続け、あなた様に向かって

感謝と賛美をささげつつ、この一週間も御国に向かって歩んでいくことが出来ますよう、聖霊なる

神様の導きを心から祈り願います。

この祈りを私共の救い主、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン


